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＊＊ IC-705/ID-52 でラズパイの Terminal mode NoraGateway を使用する ＊＊ 

 

下記の３ヶ所を変更すれば使用できます。  

① config.txt の変更 

$ sudo nano /boot/config.txt 

最後の行に下記の 1 行を追加する。 

dtoverlay=dwc2  

 

② cmdline.txt の変更 

$ sudo nano /boot/cmdline.txt 

現状の内容の rootwait と quiet の間に赤字の部分を追加する。 

（注）前後の内容は環境によって違いますが、そのままで OK です。 

dwc_otg.lpm_enable=0 console=serial0,115200 console=tty1 

root=PARTUUID=c2a131a0-02 rootfstype=ext4 elevator=deadline 

fsck.repair=yes rootwait modules-load=dwc2,g_serial quiet splash 

plymouth.ignore-serial-consoles$l-consoles 

 

③ NoraGateway.xml の変更 

$ sudo nano /opt/NoraGateway/config/NoraGateway.xml 

レピータコールサイン設定を下記の様に変更する。 

 

*************************************** 

②レピータコールサイン設定 

*************************************** 

の中にある、 

「PortName」の変更 

<PortName>/dve/ttyACM1</PortName>    IC-705 を使用する場合 

<PortName>/dve/ttyACM0</PortName>    ID-52 を使用する場合 

 

「allowDIRECT」の変更 

ターミナルモードで使用する場合には、 

allowDIRECT="true" 、 

アクセスポイントモードで使用する場合には、 

allowDIRECT="false"  

に設定して下さい。 

2 ヶ所（少し離れて）ありますので、２ヵ所とも必ず変更して下さい。 

アクセスポイントモード使用時の子機の使用方法は下記を参照して下さい。 

http://xrf673.xreflector-jp.org/info/NORA-RF.pdf 

http://xrf673.xreflector-jp.org/info/NORA-RF.pdf


IC-705 で NoraGateway を使用する           ver.1.1.0  2021/11/18  JA3IYX 編 

 2 / 4 

【番外編】 

① 3B での接続アドレスの固定化 

192.168.1.190 に固定する場合（例） 

$ sudo nano /etc/dhcpcd.conf 

最後の行に下記の 4 行を追加する。 

interface eth0 

static ip_address=192.168.1.190/24 

static routers=192.168.1.1 

static domain_name_servers=192.168.1.1 

   

② 3B での WiFi 接続の有効化 

以下の、どちらの方法でも有効に出来ます。 

１. ファイル作成による設定（例） 

次の内容のファイルを作成する。 

$ sudo nano /etc/wpa_supplicant/wpa_supplicant.conf 

 

country=JP 

ctrl_interface=DIR=/var/run/wpa_supplicant GROUP=netdev 

update_config=1 

network={ 

    ssid="<SSID>" 

    psk="<暗号化キー>" 

priority=0 

} 

---------------------------------- 

複数ポイントは、 

上記の続きに 

以下のように追加する。 

network={ 

    ssid="<SSID2>" 

    psk="<暗号化キー2>" 

priority=1 

} 

 

ここで少し道草・・  Android スマホの簡単テザリング方法  

http://xrf673.xreflector-jp.org/info/WIFI.pdf 

複数の Wi-Fi ポイントに、自動で接続

したい場合の設定方法。 

同時に複数のアクセスポイントが見え

る場合でも優先順位をつけることで対

応できる。 

複数の netrowk= を定義する。 

優先順位は priority=<数値> で指定。 

http://xrf673.xreflector-jp.org/info/WIFI.pdf
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２. DISKTOP 画面での設定（例） 

タスクバー右のネットワークアイコン ( 既定で

は上下矢印：↑↓ )の上にマウスカーソルを合わ

せると有線 LAN( eth0 )と無線 LAN( wlan0 )の接

続状況が表示されます。 

左クリックすると、一番上に“Turn Off Wi-Fi”、

その下に近隣のアクセスポイント（Wi-Fi ルータ

ー）の SSID がリストアップされます。 

 

接続するアクセスポイントの SSIDと暗号化キー

は、事前に控えておいてください。リストアップ

されたアクセスポイントの内、接続するアクセス

ポイントの SSID を左クリックすると暗号化キー

の入力画面が表示されるので、控えておいたセ暗号化キーを入力して“OK”ボ

タンをクリックします。 

暗号化キーが合致して接続が確立すると、ネット

ワークアイコンが無線 LAN のアイコンに変わり、

その上にカーソルを合わせると接続しているア

クセスポイント( wlan0 )の SSIDと IPアドレス

が表示されます。 

タスクバー右の無線LANアイコンの上で左クリッ

クして表示された接続中のアクセスポイントの

SSIDの上で、もう一度左クリックすると切断確認

画面が現われます。“OK”ボタンをクリックすれ

ば、このアクセスポイントとの接続が切断されます。 

【謝辞】 
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にゃー 

 

https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
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【その他】 

D-STAR の仕様における Nora シリーズシステム割り当て許可一覧」 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

仕様書最新版 → http://www.jarl.com/d-star/STD6_0a.pdf 

アマチュア無線のデジタル化技術の標準方式 略称  D－STAR  

（Digital  Smart  Technologies  for  Amateur  Radio） 

平成 31 年 1 月    6.0a 版公開  

発  行 一般社団法人  日本アマチュア無線連盟  

The  Japan  Amateur  Radio  League，Inc 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

「注」以下の（割り当て許可済み）は、6.0a 版公開以後の許可ですので、現在公

開されている平成 31 年 1 月 6.0a 版には記載されていません。 

 

仕様書 58P 

８．４ ポート番号 

転送用ポート番号の使用状況は次の通りです。 

50001 DPRS 

50002 dstatus 

50003 multu_forward 

50004 – 50099 予約 

50100 - 50999 ユーザー定義 

50100 - nora_ext_connect （割り当て許可済み） 

51000 multi_forward で使用 

51001 - 未使用 

ユーザー独自に開発したプログラムで使用する場合は、JARL に届け出を行い、

割り当てを受けるものとする。 

 

仕様書 64P 

Ap6 割り当て済みの問合わせ ID 

0x0000 – 0x00FF 予約済 

0x0100 DV_AP 

0x0101 – NoraGateway （割り当て許可済み） 

0x0102 – NoraDStarProxyGateway （割り当て許可済み） 

0x0103 - 未割当 

 

 

【更新履歴】 

ver.1.1.0  2021/11/18    ダウンロード関連を新ページに移行 

http://www.jarl.com/d-star/STD6_0a.pdf

